
＜校務利用＞ ④指導要録の作成

奈良県立奈良高等学校（奈良県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

目的：

年度末の多忙となる時期に、担任が生徒の指導要録の総合

所見を記載することは負担が大きい。そのため、時間を短縮

し、所見内容を充実させるために、生成AIを活用した。

方法：

生徒自身が、受賞歴や委員会活動での役割、自分の長所や

短所等を記載したものを利用し、教員がもっている生徒の情

報と合わせて、適切な内容と文字数になるよう作文した。

結果：

これまでの指導要録の記載内容と比較しても遜色ない内容

で作文できた。情報量が少なくても適切な文章を生成してく

れるため、たたき台としての使用価値を強く感じた。また、

生成AIの機能で「専門的な表現にする」を選択することによ

り、使われている言葉の難易度が高まる変化が見られた。

今後の展望：

実際に使用できるレベルの文章を作成できることに驚いた。

生徒個別のプロンプトが被ることはないので、非常に利用価

値があると感じた。一方で、正確性、真偽、本人の個性が生

かされている内容の軽重を判断することはできないので、教

師が慎重に精査することは必要である。現時点では、あくま

でも補助的に使用することが望ましいと感じた。

少ない構成要素でかなり

しっかりとした内容と適切

な分量で作文できている。

ただ、仲間をおもう優しさ

には触れられていない。

「専門的な表現にする」を選択すると、上記の内容

が下記のようになる。使用する単語や言葉遣いによ

り内容がより強調された重みのある表現になった。


